










































































































　旻 嘗て幽州都督の孫佺と北伐し，奚の囲む所と為る。旻 舞刀して馬上に立つ。矢 四集するも，皆な



































































































































































































































■ 翻 訳 後 記
　本稿では，万徳敬氏の論文「李白与河東裴氏交遊考述」を翻訳した。
　この論文の初出は『中国李白研究　2008年集』（黄山書社，2008年）。本稿が翻訳に用いたの
は，万氏の著書『振葉尋根―河東人物叢考』（全239ページ，中央編訳出版社，2012年）に収載さ
れた上記の論文を補訂した同名の論文である。なお，この『振葉尋根―河東人物叢考』は，柳宗
元・呂洞賓・関羽・李白・王含光・裴鏡民の六人の河東人物についてそれぞれ詳細な考証を行な
った論文をまとめたものである。
　ここで，万氏の略歴について紹介したい。氏は1967年生，河北青県の人。現在，運城学院中文
系副教授。滄州師範専科学校卒業後，13年間，高校教師として教育に従事するも，研究の志やみ
がたく，2002年より河北大学大学院修士課程に学び，2005年，文学修士の学位を取得し，運城学
院の教員となった。2010年，西北大学大学院博士課程に入学し，李浩教授に師事。その間，2012
年２月〜７月，香港城市大学に訪問博士として滞在した。2013年，博士論文「明清の唐詩詩意画
の文献輯考と研究」で博士学位を取得。昨年2014年９月〜 12月，台湾大学に訪問学者として滞在
するなど，大いに活躍している。著書は，前掲の『振葉尋根』の他に『袁凱集編年校注』（上海
古籍出版社，2015年）などがある。
　訳者は安田女子大学の長期海外研修員に選ばれ，2014年４月から９月までの半年間，中国山西
省運城市にある運城学院（Yuncheng Univercity）において訪問学者（visiting scholar）という
立場で研究に従事した。その際，運城学院の万徳敬博士から懇篤なる教示を受けることができ
た。改めてここで深く鳴謝申し上げたい。
〔2015.　6.　25　受理〕
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